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   For the purpose of scrutinizing a character of the De  Graaf's phenomenon, we have 

made a string of experiment. 
   The process of the experiment was to inject several kinds of radio-opaque medias 

which were slightly colored solution with indigocarmine into vas deferens, observing the 

posterior urethra with urethroscope. 
   When injected media had amounted to the quantities of 0.8 cc at maximum and of  0.9 

cc at minimum respectively, it was observed that they had flown out of the ejaculatory 
ducts to the posterior urethra. And it was also recognized at ten seconds in the quickest 

case and fourty seconds in the slowest case after the injection of radio-oparue medias. 
   From the result of this experiment, we believe  that  : 1) De  Graaf  's phenomenon really 

exists and a very small quantity of any liquid injected through the vas deferens does not 
flow into the seminal vesicles, but directly flows into the ejaculatory ducts. 2) A  mictur-

iation after the injection of liquid into the vas deferens probably occurs just when the 

liquid comes from the posterior urethra into the bladder.

1緒 官

生体輸精路においてdeGraaf氏 現象は正

常且つ重要な一現象である.従 つて本現象の精

査吟味は輸精路における機能的或は器質的疾患

の診断の意味においても重要視すべきものと考

える.

deGraaf氏 現象とは,1668年Regnerus

deGraaf氏 により始めて発見された現象で,

輸精管より向精嚢腺腔的に注入された液体は,

まず精嚢腺腔内に進入し,該 腔内を循環,充 満

した後に射精管を経て後部尿道に排出されると

云 う現象である.氏 はこの現象から睾丸より生

産排出される精子も同様に精嚢腺内に移行 し貯

溜されるものと推定 し,精 嚢腺を精液の貯溜臓

器と考えるFallopiasの 古説を再認し主張し

た.然 し乍 ら当時精嚢腺の機能についてはWa-

rton等 の腺臓器説が専ら信ぜられており,こ

の両者は激しく対立したが,そ の後各方面より

の研究の結果,現 在では精嚢腺の生理 として精

液貯溜作用,分 泌及び吸収臓器としての作用の

3機 能の存在が広 く一般 に認め られる に至つ

た.ま たdeGraaf氏 現象に関 しても多数の

追試検討がおこなわれ,本 現象の存在が確認さ

れている.

本現象はそ の後臨床 上色 々 なことに 利用さ

れ,例 えば経精管性精嚢腺X線 撮影法,或 は治
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療の目的で経精管的に薬液を注入し精嚢腺腔を

洗條するなど,こ れらは何れも本現象の輸精路

における特異な作用を応用したものである.

我 汝は本現象の本態を更に詳 しく追求すべ く

次の如 き実験を試みた.即 ち経精管性着色造影

剤注入法による精嚢腺X線 撮影法に併せて,後

部尿道鏡により該着色造影剤の射精管口よりの

流出状況を観察した.本 実験の目的はX線 撮影

法及び可視的観察の併用によるdeGraaf氏

現象の再吟味にある.以 下本実験 について我

kの 得た2～3の 知 見につい て報告考 察した

い

皿 実 験 方 法

L着 色造影剤の作成

2.後 部尿道鏡検査

3.経 精管性着色造影剤注入法

4.精 嚢腺X線 撮影法

着色造影剤の作成には1%イ ソヂゴカル ミソ溶液を

使用し,造 影剤(ウ ログ ラフイソ,エyド グ ラフイ

ソ,ス ギウロソ,モ リヨドール等)に1:10の 割 含で

混合し,造 影剤が肉眼的に軽度青色に着色する様調成

した,次 に後部尿道鏡により後部尿道を洗瀧し乍 ら精

阜及び射精管口部を観察し,他 方助手をして経精管性
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に上記着色造影剤を注入せしめ,着 色造影剤が射精管

口より後部尿道に流出する状況を観察した.経 精管性

造影剤注入法はすべて柳原氏法に従ってこれをおこな

い,注 入針は1/3注 射針を使用し極めて徐々に注入し

た.然 して着色造影剤の射精盗流までの精管内注入量

及び注入時聞を測定し,そ の後なお精嚢腺腔を充満す

るに足る着色造影剤を追加注入し,X線 撮影法をおこ

ない該造影剤の腺腔充満度を検した.

皿 実 験 成 績

本学泌尿器科外来をおとずれた患者の うち12例 に対

して実施した.そ の細目を一括表示すれば附表に示す

通 りである.

検査例12例,検 側23で,こ のうち第9例 乏精子症で

は左精管に閉塞があるために造影剤の注入は不能にお

わつた.附 表で明らかな如 く経精管性に向精嚢腺腔的

に徐々に注入 された着色造影剤は,早 いもので10秒,

また最 も遅い例では40秒 後射精管 口より後部尿道に浴

流するのが認められる.ま た造影剤の精管内注入量で

は最少0.4cc,最 多例,0.8cc,平 均0.57ccで す で

に射精管より浴流することが判明した.こ の際使用し

た造影剤の濃度,粘 稠度にっいては成績判定の上に何

等有意の差を認め得なかった.後 部尿道鏡による藩色

造影剤浴流状況 の観察では,通 常該造影剤の浴流直

前,或 は浴流初発と同時に射精管口より白濁せる精嚢

症例

1

2

3

4

5

年令

29

52

34

31

21

坐
7

8

9

22

27

43

診 断

後部尿道炎

膀胱腫瘍

慢性尿道淋

膀 胱 炎

慢性尿道淋

ネ フ ラル ギF

腎膀胱結核

前立腺炎

乏精子症

着色造影剤

ウ ロ グ ラ フイ ン

ウ ロ グ ラ フイ ソ

ウ ロ グ ラ フ イソ

ウ ロ グ ラフ イン

ス ギ ウ ロy

ス ギ ウ ロソ

ウ ロ グ ラ フ イン〆

ウ ロ グ ラ フ イン

モ リヨ ドール

ウ ロ グ ラ フイ ン

ウ ロ グ ラ フイ ソ

ス ギ ウ ロy

ス ギ ウ ロy

ウ ロ グ ラ フイ ソ

ウ ロ グ ラ フイ ン

ウPグ ラ フィy

ウ ロ グ ラ フイ ン

検側

R

L

R

L

R

L

R

L

R

R

L

R

L

R

L

R

L

射精温流まで
の精管内注入
量

O.6CC

O.6

0.8

0.5

0.4

0.8

O.5

0.4

0.6

0.7

0.5

0.8

0.6

O.6

0.6

O.4

注入開姶より射精
浴流まで
の所要時間

10秒

15

10

26

20

25

40

25

25

25

22

32

30

17

17

12

注入総量

2.5cc

2.5

3,0

3.0

3.0

3.0

2.5

2.8

2.5

3.0

3.0

3.0

3.0

2.5

2.5

2.5

精嚢腺X線 像
(腺腔充満度)

全 像(冊)
略 全 像(昔)

不完全豫(+)
略 全 像(畳)

略 全 像(昔)
略 全 像(粁)

略 全 像(件)
略 全 像(昔)

略 全 像(昔)

全 像(冊)
略 全 像(")

略 全 像(蒔)
略 全 像(什)

全 像(柵)
全 像(柵)

略 全 像(朴)
精管閉塞のため造影剤
注入不能
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10

11

12

26

3D

62

慢性尿道淋
エ ソ ドグ ラフ イ ン〆

エ ソ ドグ ラフ イ ソ

腎膀胱結核 瞬:;窮

R

L

R

前立腺肥大症聾 蕩;彩15

0.5

0.6

0.8

0.6

0.5

0.7

18

20

3.0

3.0

18

18

2.5

2.5

25

38

3.0

3.0

全 像(耕)
略 全 像(朴)

略 全 像(卦)
略 全 像(什)

略 全 像(朴)
全 像(帯)

腺分泌液が流出し,次 いで青色の造影剤が洗出し瞬時

にして後部尿道全面に拡散する.従 って尿道鏡による

観察は着色造影剤の濫流の瞬間のみにとどまり,以 後

は可視不能となる,そ の後なお造影剤の注入を続け,

総量2.5～3.Occを 注入し,膀 胱及び尿道を洗瀞,空

虚とした後X線 撮影法を施行した.以 上の結果を要約

すれば次の如くである.

1.検 査 例12例,検 側23,う ち精管閉塞による造影

剤の非疎通例1側 を認めた.

2.蒼 色造影剤の射精盗流までの精管内注入量は最

少,O,4cc,最 多0.8ccで 平均0.57ccで あった.

3.注 入時間では最も早いもの10秒,最 も遅いもの

40秒,平 均21.2秒 で射精管口より盗流するのが認めら

れた.

4.精 爽腺X線 像において全像を示したもの6側,

略全像を示したもの15側,不 完全豫を示したも1側,

造影剤注入不能のため撮影し得なかったもの1側 であ

つた.

IV総 括及び考按

deGraaf氏 現象の本態に関する研究乃至知

見は,或 は生体において,或 は屍体について夫

々生理,解 剖学 的追究 が種 々試 みられ ると共

に,他 方本現象を利用せる精嚢腺X線 学的診断

面からも,中 尾,松 見,正 木,片 岡氏等の研究

業績の報告がある.然 し乍ら今なおその本態は

解明されたとは云い得ぬ現状である.

我々の実験では経精管性X線 撮影法及び後部

尿道鏡検査の併用によるdeGraaf氏 現象の

可視的観察が目的であるが,他 方経精管性 に液

体を注入 した際に生ずる所謂排尿感発現の意義

についても2～3の 知見を得た.以 下 この2点

について考察検討 したい.

1)deGraaf氏 現象の吟味

すでに緒言においても述べた如 くdeGraaf

氏現象 とは,経 精管性に向精嚢腺腔的に注入さ

れた液体は先づ精嚢腺腔に進入し,こ れの充盗

後射精 管 口よ り後部 尿道 に排 出 され る現象 を云

う.こ の場 合精嚢腺 を含む全精路 を充溝す るに

足 る液体量 として如何程 を必 要 とす るか,丈 献

的 に考 察す ると先づ屍 体におけ る精嚢腺 の容量

で はGuelliotに よれば平均,1.5～2.5cc,

Pickerの72屍 体 におけ る測定 では,1.5～11

cc,五 島氏 の本 邦 人62屍 体の測定 では20～60才

の 者で左側1.2～4.6cc,右 側1.3～5.Occ,ま

たMcCarthy等 の80例 の 測定結果 では最大,

7.Occ,最 小2.Occと な つ てお り,諸 家 の報告は

必 らず しも一定 していな い.他 方生体 において

は総べ てX線 学 的に精嚢腺造影 剤注 入量 の測定

を基礎 として算 出 した もので,こ の場 合は前者

の屍体 における解 剖学的容量 とは 自ら差異を生

じるのみな らず,精 嚢腺腔 内に既 に存在す る生

理 的 内容液 を老慮 しなけれ ばな らな い.

従 つ て生体精嚢腺 におけ る造影 剤注入量 はそ

れだけで も屍体精嚢腺 内容量 よりも少量 となら

なければ ならぬ筈 で ある.生 体 におけ る造影剤

注入量 と して現 在 まで 報 告 された ものでは,

Belfieldは4～6ccを 注 入撮 影 しLeFurは

2～3ccで 充分 であ ると述べ,Gorroは 排 尿

感 の生 じるまで注 入 しなけれぱ な らない と述べ

てい る.そ の他Zeiss,Junghaus等 は3～5

cc,山 本 及 び小 島氏は2～3cc,戸 張 氏 は2cc

Martinは5～11ccが 必 要 で あるが2ccで

も充分 であ ると云 い,Voelckerは1.5～2.5

cc,Youngは 両 側で8ccが 必 要で あると述

べ てい る.ま た柳原教 授は研究 の結果,0.7cc

を極 めて徐 々に注入すれ ぱ多 くの場合精嚢腺腔

内に潴溜せ しめ て尿道 に漏 洩 しな い ことを報告

している.

しかし乍らかかる諸報告はその殆んどが精嚢

腺の描出像を顕著にする目的のために最少必要

容量を上廻る過分量を敢 えて指摘 したものであ
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り,余 剰の造影剤が膀胱内に漏出することも考

慮に入れての注入量であつて,生 体精路におけ

る正確な充満最少量とは云い難い.

正木氏は種 々検討を加えた結果,生 体におい

て精嚢腺を含む全精路 を充満 し得る最少容量 と

して,最 少1.Occ,最 大3.3cc,平 均2.15cc

の成績を得,こ れを注入許容量と名づけた.氏

はこれよりX線 撮影法に際しては3～5ccが 適

量であろうと結論 している.

ここで我々の実験成績について見ると,経 精

管性に注入した造影剤が射精管 口より盗流する

までの精管内注入量として,最 少0.4cc,最 大

0.8cc,平 均0.57ccと 云 う結果を得た.即 ち

0.4～0.8ccの 僅 少量ですでに射精管 口に着色

造影剤が浴流するのを認めたわけである.こ の

ことは該造影剤が果して精嚢腺腔内を循環 して

後に射精管を経て後部尿道に盗流 したか否かを

疑わしめるに充分である.因 みに正木氏は 「連

続精嚢 レン トゲン撮 影法の研究」 において,

0.5～1.Occ,の 少量注入では造影剤は精嚢腺腔

内移行の途上にあり,殆 んどの場合は鼓腹部 ま

で,一 部では精嚢腺腔に も進入は 認め られる

が,そ の下部のみ にとど まるに過ぎ ないと述

べ,こ の事実をX線 像の上に明白に立証 してい

る.と すれば我kの 実験成績にっいて,0.4～

0.8ccの 僅少量の造影剤は生体精嚢腺腔を充

満するには なお不充分 な量であ ること は明白

で,こ れは精管より精嚢腺腔内に進入すること

な く,或 は進入したとしても腔内を循環するこ

となくせいぜい鼓腹部 まで進入した後,射 精管

に流入したものと考えるのが妥当であろう.

その直後更に2.5～3.Occの 造影剤を追加注

入して撮影した精嚢腺X線 像では充満度にやや

不全像を呈したものと認められたが,何 れ も造

影剤は精嚢腺腔内に進入描出されており,本 実

験により特にdeGraaf氏 現象が乱されたと

は考え難い.

以上の成績を要約すると次の如 くである.

正常な生体精路においてdeGraaf氏 現象

は確かに存在する.但 しこの場合経精管性,向

精嚢腺腔的に注入 された液体は,そ の極 く一部

は精嚢腺腔内に進入,循 環することな く直接射
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精管に流入し後部尿道に盗流するものと考えら

れる.

2)排 尿感発現の意義について

まずここに云 う排尿感とは,経 精管性に向精

嚢腺腔的に液体を注入する際,注 入液がある量

に達すると多 くの例では会陰深部 に一種の異常

感,特 に排尿感を自覚し,こ の感は液の増量に

よつて益々強度 とな り,液 の注入を中止すれば

消失する.半 身麻酔時或は時として局所麻酔時

でも自覚 しない場合があるが,予 め患者にその

旨の注意を与えることにより大多数の者はこれ

を感 じるものである.か かる排尿感の発現は精

嚢腺X線 撮影法或はdeGraaf氏 現象の吟味

に際 して一部学者間で甚だ重要視され,造 影剤

注入量をこの排尿感発現を指標に決定せんとす

る意見が現在まで数多 く述べられている.即 ち

GorroはX線 撮影法 に際して排尿感発現 まで

造影剤を注入する必要があると強調し,ま た今

泉及び山崎氏等は患者が後部尿道に異常感を訴

えるのを注入限度 とし,最 少 ↓.Occ,最 大4.O

ccで 多くの場合2.5～3.Occを 注入量 と定め

ている.正 木氏は正常精路においてかかる排尿

感の発現はそれがdeGraaf氏 現象による注入

液の精嚢腺腔充盗を意味し,正 確な本現象の吟

味は,か かる排尿感発現の瞬間にX線 撮影を行

う必要があると述べている.然 してこの排尿感

発現の意義については,経 精管性に注入された

液体が射精管 より後部尿道に排出される際に惹

起されるものであり,そ の最初の発現は液が射

精管より尿道に出んとする時に生ずるものであ

るとの見解が現在一般に認められている.正 木

氏の実験例では排尿感発現時迄の精管内注入量

として最少0.gcc,最 大2.8cc,平 均1.53cc

であつたと述べ,ま た我 々の経験においてもこ

の排尿感は通常1.0～2.5ccの 注入で発現す

ることを認めている.そ こで我汝の着色造影剤

注入実験の成績について見ると,0.4～0.8ccの

注入ですでに該造影剤が後部尿道に盗流するの

を認めたわけで,こ の事実からすると液の後部

尿道に出んとするに際して排尿感の初発が生 じ

ると云う見解は甚だ妥当性を欠 くのではないか
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と思われる.即 ち排尿感発現 より以前にすでに

液は後部尿道に浴流 しているのであつて,こ の

液が後部尿道において漸次増量 しついに膀胱内

に進入する瞬間に排尿感が初発するものと解釈

したい.正 木氏は氏の実験結果から,精 管内

注入に際 し射精管は精管充盗後のしかも注入時

にその全腔が溝されると述べ,排 尿感発現 と同

時に造影剤の注入を中止 して撮影 したX線 像で

は,す でに尿道或は膀胱像を現わした症例がか

なり多数に認められたと指摘 しているが,こ の

事実は我々の見解に好都合である.

以上要約するに,排 尿感の発現は液が射精管

より後部尿道に流出する際に生ずるものではな

く,後 部尿道に流出した液が増量 し膀胱内に流

入する際に惹起されるものと老えられる.我 々

の実験では後部尿道鏡により絶えず後部尿道を

洗糠し乍ら観察をおこなつたもので,造 影剤注

入による排尿感発現 を実際上認知 し得なかつた

ことは遺憾である.

V結 語

経精管性着色造影剤注入法による精嚢腺X線

撮影法に併せて,後 部尿道鏡により該着色造影

剤の射精浴流状況を観察 し次の如 き結果を 得

た.

1.輸 精路 に通過障 碍の無 い場合,経 精管

性,向 精嚢腺腔的に注入された液体は」早いも

ので10秒y遅 いもので40秒,平 均21.2秒,ま た

精管内注入量 として最少0.4,最 大0.8cc,平

均0.57ccで 射精管口より後部尿道に盗流す

る.

2.deGraaf氏 現象は確かに存在するが,

経精管性,向 精嚢腺腔的に注入された液体は,

そのごく一部は精嚢腺腔内に進入循環すること

な く直接射精管を経て後部尿道に流 出する.

3.尿 意の発現は液体が後部尿道より膀胱内

に進入する瞬間に惹起されるものである.
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